入学初期の感覚訓練: 読話・発語の基礎陶治として by 坂本 満夫
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，，的に示ず等。
b.､口形文字カードを鏡にうつし，映じたものを見て選びあげる。
c，三組ぐらいを生徒のかけている前にとりみだしておいて，その中から選び
とる競争｡
d.一組6枚の口形文字を床の上に一列に並べその中の1枚だけ裏がえしてお
いてそれは何であるかを，手許にもっている一組の中から選び上げる。
〔2〕ロ形図
口形を描いた絵（または写真）によって〔1〕と同様の取り扱いをする。
〔3〕
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＜学習＞
＜注意＞
例えば，指2本示せば，おはじき二つ拾う。
a・センセイガユビ1ポンダシタラオハジキヲーツトリマスといって一ツと
りあげ，センセイガユビヲ3ボンダシタラオハジキヲニツトッテハイケマ
セン。三ツトリマスという範例を示すことは勿論であるが，上例の場合に教
師が黙って指を2本示して,オハジキを二つ拾ってきたものにヨロシイとい
ってほめてやるといったコトバのすぐない学習はしてはならない。
b.逆の場合，即ち教師がオハジキを一つ二つとかぞえて五つとったら,生徒
は5本示す。3本出したもの,4本出したものに対しては，個別指導して誤
りの自覚をうながしていくことb
c5教師が指を示さず学習用の手製の大型サイコロを使用してサイコロに出た
点の数だけ鉛筆をとりあげる場合，進んでは，サイコロの目を見て，数字カ
ドーをもって答える等,非常に広領にわたり変化のある扱いが出来る。
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〔4〕
薦琴を｡雲だした‘皇纂
③〃大鼓を三つ叩く
o〃階段を三つ上がる
⑤，〃方眼を三マス分けぬりつぶす
⑥〃3と空書する
く注意>a．例えば①を例にとれば教師が指を2本示したら,2歩前に出ることを約束
する。それから，ユピを3ポンダシマスヨ｡、1ポンデハアリマセン。ホラ1
3ボンといって指を3本示す。生徒は3ポ前に出る。
Fb.③の例を逆に扱えば，タイコヲタタキマスヨ。ヨクミテイナサイといって
・’ゆっくり大鼓をドン・ドン・ドンと叩く。生徒は指を3本示して答える。こ
の場合に気をつけることは〔3〕の場合と違って誤ったものに対して実証が
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！むずかしい。誤りの自覚が与えにくいのが〔4〕の場合である。そんとなき
大鼓のわきに箱をおいて大鼓を叩くたびに,オハジキを一つずつ箱の中に入
れていく｡そうすれば指を2本示したもの,または4本示したものを呼びよせ
て,オハジキの数と示している指の数と対応させて誤りの自覚が与えやすい。
〔5〕､
口形一一実物……〔アタマ〕といったら頭を指さす。〔ポールをチョウダイ〕といった
らポールをもってこさせる。
絵………絵本または絵カード；
行動……タチマショウ。スワリナサイ。ワンワンといったら床の上をはって犬
のまねをする。
Cまとめ反省
今迄述べてきたことで，私自身が何を目標とし何をやってきたかの概略をおわかり願え
たと思う。結論的にいえば，私の行った感覚訓練は「何でもやってやろう」の否定から出
発した。当てはまらぬかも知れないが,例えば荒涼とした荒野に羊を追うより，固定した
豊かな牧草地に羊を飼う方が，羊飼の本来の目的に適うものではないか。本来の目的とは
何かといえば即ち，羊を肥やすことであれ，児童の感覚機能を伸ばすことになるのであ
る。そんなものは所謂感覚訓練でないといわれるかも知れない。実は私自身それについて
の疑いを抱かぬでもなかった。しかし考えてみれば，もしこれが感覚訓練でないとすれば
何であろうかということに考えを致すと，結局感覚訓練でなくてなんであろうという結論
に到達せざるを得ない。
教育を論ずることは容易であるが，教育を実践することは容易でない。先日も，教育学
者として著名な森信三先生が来校し，ろう教育をつぶさに見学された機会にそのケイガイ
に接し得た。氏は「私は所謂学者ではないし，学者になりたくもない。お互いに二度とな
い日々 の生涯を通して教育を実践するものでありたい」というような主旨を述べられた。
私はそれにまったく共感した。
然し，同時に私の脳裏にある不可解な疑惑が生じてきた。「然し，現場教師のひとりの
立餓〕らいえば,氏は所詮学者ではないか｡何故に実践家たる小学教師の地位を捨て，学
者となったのだろうか？」私はその時，満腹の金満家が空腹の貧乏人に「空腹に負けては
ならぬぞ。私は満腹になりたくない。空腹こそ人間練成のチャンスである」という寓話を
思い出した。
私は何故そういうことに固執をもつのだろうか。それは私自身が，教育を実践する者以
外のなにものでもないからなのだと思う。私はここに無駄話を披歴す積りは毛頭ない。た
だ私達ろう教育に携わる者のすべては，教育を実践するものであり，それを本当の意味で
OOOOOOOOOOOOOOO
(口先だけでなく)実践すること程，難しいことはない事実を強調したかった．までである。
その意味で私の感覚訓練についての実践報告は，自分の歩んだ足跡を｡もう一度振り返り
反省する好い機会であった。そして少なくとも私自身の実践活動にプラスする所が多かっ
たように思う。今後とも，諸先輩のご指導をお願いして》この稿を終えたいと思う。
（1961,7）
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